
 

 

新年、明けましておめでとうございます。みなさんは、

穏やかな新年を迎えたことと思います。今年も宜しくお

願いいたします。少し時間は経ちましたが、いよいよ３

学期がスタートしました。３学期は、１年のまとめであ

ると同時に、次のステージへとつながる「節目の学期」

です。１・２年生にとっては、これまで積み重ねてきた

学びや経験を土台に、次の学年へと進む大切な時期。そ

して３年生にとっては、義務教育９年間の集大成として、自分自身の進路や生き方と真正面から向

き合う時期となります。 

昨年の４月から皆さんは、授業、学校行事、部活動、そして日々の学校生活の中で、多くの壁に

ぶつかりながらも、友だち（仲間）とともに前に進んできました。色々なことに悩みながらも、前

向きに挑戦し、一人一人が確かな成長を遂げてきました。３学期は決して長い学期ではありません。

だからこそ、１日１日を大切にし、「今の自分にできる最善」を積み重ねて欲しいと思います。 

「分からないことをそのままにしない」「最後までやり抜く」「仲間に感謝の気持ちを伝える」 

こうした小さな積み重ねが、自信となり、次の自分をつくっていきます。頑張りましょう！ 

保護者・地域の皆様におかれましても、本年も本校の教育活動にご理解とご協力を賜りますよう、

心よりお願い申し上げます。子どもたちが安心して挑戦し、失敗から学び、前に進めるよう、学校

として全力でサポートしていきます。令和８年（2026 年）が、生徒一人一人にとって「自分の成

長を実感できる一年」となるよう、教職員一同、一丸となって取り組んでまいります。本年もよろ

しくお願いします。 

 

《３学期は「日々の授業を大切にする！」ことをこれまで以上に意識してください！》 

このことは、１学期から伝えていることですが、もう一度日々の授業

について考えてほしいと思います。私も授業を見に行きますが、皆さん

の授業態度が気になるから伝えたいのではありません。ほとんどの授業

でよく頑張っている姿を見ます。授業でしか身に付けることができない

力があることをもう一度、確認してほしいのです。 

授業は、ただ教科書の内容を覚える時間ではありません。授業の中では、「なぜだろう」と考え、

自分の考えを言葉にし、友だちの意見を聞き、違いを認め合いながら学んでいます。こうした経

験は、テストの点数だけでなく、社会に出てから必要となる力を確実に育ててくれます。 

例えば、「話を聞き、理解する力」「自分の考えを伝える力」「仲間と協力して課題を解決する力」

 2026 年は「午（うま）年」 
午年は、十二支の中でも「前進」「成長」「活力」を象徴する年と言われています。 
生徒のみなさん一人一人にとって、「一歩踏み出す勇気をもつ年」「仲間とともに成長を実感する年」

そして「自分の可能性を広げる年」となることを願っています。
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「失敗しても、もう一度挑戦する力」など、これらはすべて日々の授業の中で身についていく力

です。行事や部活動もみなさんを成長させてくれる大切な場です。しかし、その土台にあるのが

授業です。授業に真剣に向き合う姿勢は、努力を続ける力や、自分を高めようとする心につなが

っていきます。一時間一時間の授業の積み重ねが、3 年後、5 年後、10 年後の自分を支える大き

な力になります。「今日はここが分かった」「昨日より少し考えが

深まった」そんな小さな前進を大切にしてください。将来、社会

に出たときに、しっかりと自分で考え、行動し、たくましく生き

ていける力を、日々の授業を通して身に付けてほしいと思います。

みなさんの可能性が広がっていくことを期待しています。自分で

考え、判断し、きちんと行動ができる。自律した生徒へ！ 

 

 

 

 

 

 

【活動方針】 

①挑 戦　　⇒　「挨拶、苦手に挑戦、友達作り、やってみようという気持ち」 

②責 任　　⇒　「自分のしていることが相手から見てどう思うか」 

③自己愛　　⇒　「自分のありのままを　受け入れて、相手と仲良くする」 

 

【生徒会執行部のテーマへの思い】 

※具体的な取組は、次のつどいで発表されるそうです。新執行部の皆さんの活動に期待しています。　 

頑張れ！ 

 

○生徒会長：三保木　心輝 

こんにちは！生徒会長になりました。三保木心輝です！ 

僕は、中村西中学校を楽しくするために執行部に入りました。 

これからの一年間、全校レクとかボランティアなどといろんな活動をして、西中のみんなが楽し

いと思えるような学校にしていきたいと思っています！一年間よろしくおねがいします。 

 「開花」という言葉には、一人ひとりが自分の良さを発揮し、互いの個性を認め合うこと、そし

て、つぼみが花開くように、周囲に遠慮せず自分らしさを出して、みんな

で楽しく過ごしてほしいという思いを込めています。 

また、「開花」を達成させるためには、西中の生徒全員が様々なことに挑

戦し、みんなで西中を作っていく必要があると思います。　“みんなで作

っていく”　私達のこの思いをサブタイトルの「君がいないと始まらない」

に込めています。

開花 

～君がいないと始まらない～



 

○副会長：林　昊季 

皆さんこんばんは??僕が生徒会副会長にならせてもら

いました、林昊季です。 

執行部にならせてもらったのでこの学校のために精一杯

頑張らせてもらいます。 

そしてぼくには熱き熱き思いがあります。もっとみんな

が自分の個性を活かし楽しく学校生活を送って行けるよう

な学校作りをしたいと思っています。 

そのために自分らしさを出していけるような活動を多くしていきたいと思います。 

僕がこの学校を卒業する時に、みんなの記憶に残れるような副会長になって行きます!! 

これから 1 年間よろしくお願いします。 

 

○副会長：原　響輝 

僕は副会長になりました。僕は選挙で発言をしていたことを実現できるように頑張っています。

自分の良さを活かして学校を元気にしていきたいです。会長を支えられるような副会長になってい

きたいです。これからよろしくお願いします。 

 

○書記：植木　萌愛 

　書記になった植木萌愛です！私は、西中を明るい学校にしたいと思っています。 

これから、みんなが楽しいと思えるレクを考えて「生徒会が萌愛でよかった」と言ってもらえる

よう全力で開花します！！よろしくお願いします。 

 

○書記：山﨑　心結 

書記になった山﨑心結です。私は、全員に楽しいと思ってもらえるような学校を作っていきたい

と思っています。そのために学年の差や男女の差をなくせるようにいろいろなレクを考えていきた

いです。意見をまとめたりすることが得意なのでその長所を活かして頑張っていきます！ 

一年間よろしくお願いします。 

 

○会計：山本　天海 

執行部会計になった山本天海です！私は、笑

顔があふれて明るい学校にしていきたいです。

そして、１つ１つのことを丁寧にしっかり務め

ていきます。 

会計の仕事はもちろん、執行部の一員として

中村西中学校がパッと明るくなるような楽し

い企画や雰囲気を大切にしていきたいです。私

の目標である、「学校を明るく笑顔で溢れさせ

る」という目標を達成できるように頑張ります。

チャームポイントは笑顔です！！ 

 
新執行部の皆さんです。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部活動の在り方が変わっていきます。（運動部活動だけでなく文化部活動も含まれます。） 
下の新聞は、昨年（12 月 1 日）、県から出された方針案です。昨年末には、国から「部活動改革及び地

域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン」の策定について通知があったところです。新聞

にもあるように、国の通知を受けてからの県の方針は 3 月に出る予定ですが、新聞にある方針が大きく

変わることはないと思われます。 
　令和 10 年（2028 年）4 月からは、原則として、休日の部活動は教員が指導を行わない体制に移行する

ことが示されています。（この 4 月に入学してくる新 1 年生が 3 年生の時に、この体制になります。） 
　現在、本校でも拠点校方式（野球部・サッカー部・柔道部・男子バレー）を活用したり、地域クラブ

（ソフトテニス部）で活動したりする生徒もいます。今後は、四万十市教育委員会と連携を図りながら、

部活動の地域展開を進めていくようになります。4 月から、学校での募集を停止し、四万十市が認定して

いる地域クラブで活動していただくようになる部活動も出てくることも考えられます。 
　生徒・保護者・地域の皆様には、部活動の在り方が大きく変わる時期に来ていることをご理解いただ

き、子どもたちにとって、不利益にならないように地域展開が進むようご協力ください。新しい情報等

が入りましたら、お伝えしていきます。

～メラビアンの法則～ 
　メラビアンの法則とは、人と人とがコミュニケーションを図る際、言語情報が７％、聴覚情報

が 38％、視覚情報が 55％の割合で、相手に影響を与えるという心理学の法則です。 
また、「第一印象は出会って３秒で決まる。」という言葉もよく言われます。 
　今、３年生が面接練習に取り組んでいる姿を見ます。私も何人かの生徒と面接練習をしました

が、各学級で練習していたこともあり、とても好印象をもちました。３年生に限らず、良い第一

印象を与えることで、友人関係や他者との信頼関係を築くことができやすくなります。 
自分自身の態度や振る舞い、服装等の身だしなみ、言葉遣いなどに気を配ることで、 

好意的な第一印象をもってもらうことができると思います。 
もちろん、相手に興味を持ち、思いやりのある態度をもつことも重要です。

 
高知新聞朝刊 

（令和７年 12 月 2 日）


